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検査技師検査技師臨床医臨床医

当院の現状（流れ）

専門医専門医
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•検査担当技師が検査終了後、その場で報告書作成し提出
•新人技師の場合、先輩技師がチェック



依頼書
• 依頼書・報告書兼用

� 紙運用（オーダリング）、手書き

� 画像（サーマルプリンタ→PACS)

• 上段上段上段上段：依頼部分

依頼部分

– 患者情報（ラベル，手書き）

• 中下段中下段中下段中下段：報告書

• 報告書部分
� チェック方式･･･中段

� 記述方式（フリーコメント）･･･下段
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• 依頼書・報告書兼用
� 紙運用（オーダリング）

� 画像（サーマルプリンタ→PACS)

• 上段：依頼部分

報告書（チェック方式）

報告書（チェック方式）部分

– 患者情報（ラベル，手書き）

• 中下段：報告書

• 報告書部分報告書部分報告書部分報告書部分

� チェック方式･･･中段
• 臓器、所見なし、不明等・・・重要な所見は書かれない

� 記述方式（フリーコメント） ･･･下段
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報告書（記述方式）
• 依頼書・報告書兼用

� 紙運用（オーダリング）

� 画像（サーマルプリンタ→PACS)

• 上段：依頼部分
– 患者情報（ラベル，手書き）

• 中下段：報告書

• 報告書部分報告書部分報告書部分報告書部分

� チェック方式･･･中段
• 臓器、所見なし、不明等・・・重要な所見は書かれない

� 記述方式（フリーコメント） ･･･下段
• 重要な所見を十分記載できるスペースを確保
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記述方式
（フリーコメント）



検査を始める前に

臨床医臨床医 検査技師検査技師

検査目的として
•症状（上腹部痛・・・）
•○○の経過観察
•△△の術後
•スクリーニング
•検診チェック

・
・

カルテをチェック・問診

•症状，既往歴
•過去の検査結果
•当日の検査予定

・

・
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検査に際し

①報告書の内容が伝わる

説得力のある画像を残す

• 疾患の特徴やロケーションがわかる画像

報告書と画像は報告書と画像は報告書と画像は報告書と画像は
セットセットセットセット

• 疾患の特徴やロケーションがわかる画像

• わかりにくい場合は画像にコメントを追加

②検査終了時点で検者の中で

報告書のイメージが完成しているべき
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報告書作成の前に

臨床医臨床医 検査技師検査技師

リアルタイムに得られる

膨大な画像情報を，

簡潔に整理した上で伝達

しなければならない．

多忙な臨床医の

「目にとまらない」

「読んでもらえない」

報告書では意味がない
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報告書作成に際し
①依頼目的に応える内容であること

②診断や治療・検査に繋がる

付加価値のある報告書であること

③「所見なし」の場合もその根拠を記載すること③「所見なし」の場合もその根拠を記載すること

④簡潔でわかりやすく

目に訴える報告書を心がけること

• シェーマ：断面像や正面像

• アンダーライン
所見を書く場所すべてに
色えんぴつを用意
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シェーマ
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シェーマ
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• 臨床医に直感的に伝わる・・・看護師にも

• 経過観察時に有用

• ２D→３D化することで頭の中を整理できる



症 例
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• 「臨床医に伝わる報告書」は，報告書作成時だけでなく，そ
れ以前（検査前・検査中）から始まっている．

• 報告書には，検査中に得られたすべての情報を詰め込め
ばいいというものではなく，要点が一目でわかる報告書を
心がけるべきである．

お わ り に

心がけるべきである．

• そのためには「臨床医の欲しい情報は何か」を考える必要
があり，日頃から臨床とのコミュニケーションを密にすべきと
考える．
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• カンファレンスや症例検討会等に積極的に参加し，「臨床医
が何を求めているか」を理解することが『報告書を磨く』第一
歩となろう．
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• 報告書には，検査中に得られたすべての情報を詰め込め
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